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【年通号数】公開・登録公報2013-007
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月22日(2014.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの方向に沿って所定のピッチで複数のマークが配列された、アブソリュ
ートエンコーダのスケールであって、
　前記少なくとも１つの方向に沿って前記所定のピッチで配置された光反射性または光透
過性を有する複数のマークを含む基材を有し、
　前記複数のマークのうちの一部のマークの上には、該一部のマークを介して得られる光
量が前記複数のマークのうちの他の一部のマークを介して得られる光量とは異なるように
、光を減衰させる膜が形成されている、ことを特徴とするスケール。
【請求項２】
　前記基材は、光吸収性を有し、前記複数のマークは、光反射性を有する、ことを特徴と
する請求項１に記載のスケール。
【請求項３】
　前記基材は、光反射性を有し、前記複数のマークは、光反射性を有する、ことを特徴と
する請求項１に記載のスケール。
【請求項４】
　前記基材は、光透過性を有し、前記複数のマークは、光透過性を有する、ことを特徴と
する請求項１に記載のスケール。
【請求項５】
　前記一部のマークの上に形成されている前記膜には、前記光を減衰させる度合いが互い
に異なる複数種類のものがある、ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のうちいずれか
１項に記載のスケール。
【請求項６】
　前記膜は、光吸収材を含む、ことを特徴とする請求項１乃至請求項５のうちいずれか1
項に記載のスケール。
【請求項７】
　前記複数種類の膜は、厚さが互いに異なる、ことを特徴とする請求項５に記載のスケー
ル。
【請求項８】
　前記複数種類の膜は、組成が互いに異なる、ことを特徴とする請求項５に記載のスケー
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ル。
【請求項９】
　前記複数種類は、３種類以上であり、前記複数のマークは、互いに平行でない２つの方
向のそれぞれに沿って配列されている、ことを特徴とする請求項５に記載のスケール。
【請求項１０】
　前記複数のマークは、前記少なくとも１つの方向に沿って所定の間隙をもって前記所定
のピッチで前記基材に配置されていることを特徴とする請求項１乃至請求項９のうちいず
れか１項に記載のスケール。
【請求項１１】
　前記膜は、光硬化材料で形成されていることを特徴とする請求項１乃至請求項１０のう
ちいずれか１項に記載のスケール。
【請求項１２】
　請求項１乃至請求項１１のうちいずれか１項に記載のスケールと、
　前記スケールに配列された前記複数のマークのうちの所定数のマークを検出する検出器
と、
　前記検出器の出力に基づいて前記検出器に対する前記スケールの位置を求める処理部と
、
を備えることを特徴とするアブソリュートエンコーダ。
【請求項１３】
　少なくとも１つの方向に沿って所定のピッチで複数のマークが配列された、アブソリュ
ートエンコーダのスケールの製造方法であって、
　前記少なくとも１つの方向に沿って前記所定のピッチで配置された光反射性または光透
過性を有する複数のマークを含む基材を用意し、
　前記複数のマークのうちの一部のマークの上に、該一部のマークを介して得られる光量
が前記複数のマークのうちの他の一部のマークを介して得られる光量とは異なるように、
光を減衰させる膜を形成する、
ことを特徴とするスケールの製造方法。
【請求項１４】
　前記膜の形成は、前記複数のマークの上に光硬化材料を塗布し、前記複数のマークのう
ちの一部のマークを光で照射し、前記複数のマークのうちの他の一部のマークの上の未硬
化の光硬化材料を除去することによりなされる、ことを特徴とする請求項１３に記載のス
ケールの製造方法。
【請求項１５】
　前記膜の形成は、前記複数のマークのうちの一部のマークの上に光硬化材料を印刷によ
り塗布し、該塗布のなされた光硬化材料を光で照射して硬化させることによりなされる、
ことを特徴とする請求項１３に記載のスケールの製造方法。
【請求項１６】
　少なくとも１つの方向に沿って所定の間隙をもって所定のピッチで複数のマークが配列
された、アブソリュートエンコーダのスケールであって、
　前記少なくとも１つの方向に沿って前記所定の間隙をもって前記所定のピッチで配置さ
れた光反射性または光透過性を有する複数のマークを含む基材を有し、
　前記複数のマークのうちの一部のマークの上には、該一部のマークを介して得られる光
量が前記複数のマークのうちの他の一部のマークを介して得られる光量とは異なるように
、光を減衰させる膜が光硬化材料で形成されている、ことを特徴とするスケール。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のスケールと、
　前記スケールに配列された前記複数のマークのうちの所定数のマークを検出する検出器
と、
　前記検出器の出力に基づいて前記検出器に対する前記スケールの位置を求める処理部と
、
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を備えることを特徴とするアブソリュートエンコーダ。
【請求項１８】
　少なくとも１つの方向に沿って所定の間隙をもって所定のピッチで複数のマークが配列
された、アブソリュートエンコーダのスケールの製造方法であって、
　前記少なくとも１つの方向に沿って前記所定の間隙をもって前記所定のピッチで配置さ
れた光反射性または光透過性を有する複数のマークを含む基材を用意し、
　前記複数のマークのうちの一部のマークの上に、該一部のマークを介して得られる光量
が前記複数のマークのうちの他の一部のマークを介して得られる光量とは異なるように、
光を減衰させる膜を光硬化材料で形成する、
ことを特徴とするスケールの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一つの側面は、少なくとも１つの方向に沿って所定のピッチで複数のマークが
配列された、アブソリュートエンコーダのスケールであって、前記少なくとも１つの方向
に沿って前記所定のピッチで配置された光反射性または光透過性を有する複数のマークを
含む基材を有し、前記複数のマークのうちの一部のマークの上には、該一部のマークを介
して得られる光量が前記複数のマークのうちの他の一部のマークを介して得られる光量と
は異なるように、光を減衰させる膜が形成されている、ことを特徴とする。
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